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令和５年度富士見町教育委員会５月定例会 議事録 

 

日 時  令和５年５月１１日（木） 午前９時４０分～午前１１時００分 

場 所  役場２階 ２０２会議室 

出席者  教育長  矢島俊樹 

教育委員 小林俊一  北原八重子  伊藤成八  吉川満美  

子ども課長（金井真由美） 生涯学習課長（小林直志） 

総務学校教育係長（名取淳二） 

記録者（清水千穂子） 

 

 

１．開  会 

〈矢島教育長〉 

皆様お集まりいただきありがとうございます。令和５年５月の定例教育委員会を始

めます。よろしくお願いします。 

 

２．議事日程の報告 

〈総務学校教育係長〉 

  本日の議事日程は次第のとおりです。 

 

３．付議事項 

[１]議決事項  

①通学区域外就学申請について（非公開） 
→全員一致で可決 
②指定校変更申請について（非公開） 
→全員一致で可決 
 
[２]報告事項 

 ・富士見町低所得者の子育て世帯に対する生活支援特別給付金について 

  食費等の物価高騰等に直面する低所得の子育て世帯に対し、特別給付金を支給する 

ことにより、その実情を踏まえた生活の支援を行うもの。新たに要綱を制定、５月 

には支給予定。 

 ・小中学校給食費値上げ分に係る町負担について 

  値上げは３月の定例教育委員会で可決されたが、その後新型コロナウイルスにかか 

る臨時特別給付金の交付が確定した。これを受けて、小学校 15 円、中学校 20 円の 

値上げ分を町が負担する。保護者負担額は前年度同様小学校 285 円、中学校 330 円。 

 

（１）教育長 

①南諏校長会報告 

・ニュージーランド交流事業について、今年はリッチモンドとの友好都市協定締結 30 

周年。コロナ５類移行に伴い、今年度は交流事業実施予定。 

・奈須先生訪問日程について 

 ・西伊豆臨海学習について 
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（２）子ども課より〈金井子ども課長〉 

①園長会報告 

・年間行事予定の確認。コロナ禍の運動会は学年ごとに分けて開催されたが、今年度

はどのような形式で実施するのか今後検討。 

・入園説明会はこれまで同様、今年度も動画配信で行う。保護者の都合の良いときに。

いつでも確認することができる。 

 

②西伊豆町教育委員会の構成について 

 

③コミュニティ・スクール進捗状況報告 

 ・４月は各保育園、小中学校で入学式が行われた。また、交通安全教室や避難訓練、 

参観日など様々な行事が実施された。 

 

④小学校西伊豆臨海学習について 

・今年度の日程は本郷小学校・境小学校が７月５，６日、富士見小学校が７月６，７

日。５月１２日に小学校と事務局で下見を実施し、現地確認や事前打ち合わせを行

う。 

 

⑤中学校修学旅行の様子について 

・４月１３日～１５日まで、３年生が奈良・京都へ行ってきた。天気に恵まれ、生徒 

は非常に楽しめたよう。 

・来年度の行先は広島・奈良・京都で決定。新型コロナ以前は平和教育の一環として 

２年生数名が広島へ派遣されていたが、学年全員に平和について学習してほしい思 

いから。来年度全員で広島へ行くため、今年度２年生の広島平和学習は実施しない。 

 

 ⑥事業進捗状況報告 

 ・出産祝い金について、昨年度は第一子のみを支給対象としていたが、今年度より第 

二子以降も対象とし、全員に 10 万円を支給する。４月実績３名。 

 ・星野富弘展が４月２２日にオープンし、町内全ての学校が詩画展を見学している。 

 ・今年度より、町内の子育て支援団体との情報交換を行い、横の連携を強化する。 

 

（４）生涯学習課〈小林生涯学習課長〉 

①令和５年度人材育成交流事業について 

・７月１７日から２２日まで、ニュージーランド・リッチモンド市ワイメアカレッジ 

の生徒２名が町内へ滞在。ホストファミリーは昨年度オンライン交流事業に参加し 

た生徒の中から募集予定。滞在中は富士見中学校で受け入れ、通常授業に参加する。 

 

②事業進捗状況報告 

・４月まるかじり探検隊参加 32 名。 

 ・井戸尻考古館では企画展「おらあとうの考古学と遺跡の保護」を展示。埋蔵文化財 

保護協議 13 件、うち遺跡該当 4件。 
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（４）教育委員の活動報告（北原委員） 

 ・５月１０日に人権教育推進委員会・役員研修会に出席。「多様な人々と共に歩く 知 

る・気づく・理解するから始めよう」この中で、絵本「バスが来ましたよ」の読み 

聞かせがあった。全盲の男性に声をかけて通勤を支えた小学生の女の子と、その妹 

や他の子など、自主的に引き継がれていった声掛けの話が印象に残った。 

・同和教育にどう取り組むか。子どもが同和問題について、知識のない状態でインタ 

ーネットで出会ったとき、差別を助長する内容が含まれている可能性もあるという 

こと。子どもの「知らない」にどう対応していけば良いのか考えさせられた。 

 

［３］検討事項 

なし 

 

［４］その他 

〈総務学校教育係長〉 

（１）５月～７月行事予定  

 

＊次回定例教育委員会 ６月１５日（木）午前９時４０分から  

教育長応接室にて                  終了 午前１１時００分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


